
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
（
※
）
の
紹
介

で
、
新
規
に
六
〇

歳
以
上
の
方
や
障

害
者
等
の
就
職
が

特
に
困
難
な
方
、

東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
離
職
者

と
被
災
地
域
に
居

住
す
る
求
職
者
の

方
（
六
十
五
歳
未

満
）
を
雇
い
入
れ

た
事
業
主
に
対
し

て
、
賃
金
相
当
額

の
一
部
と
し
て
助

成
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

こ
の
助
成
金
に
は
「
特
定
就
職

困
難
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
「
高

年
齢
者
雇
用
開
発
特
別
奨
励
金
」

「
被
災
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
の

三
種
類
あ
り
、
総
称
し
て
「
特
定

求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
」
と
い

い
ま
す
。

今
回
は
、
比
較
的
身
近
な
「
特
定

就
職
困
難
者
雇
用
開
発
助
成
金
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。

六
〇
歳
以
上
の
方
や
障
害
者
等

の
就
職
が
特
に
困
難
な
方
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
の
紹
介
に
よ
っ
て
新
規

に
雇
い
入
れ
た
場
合
、
そ
の
事
業

主
に
対
し
て
賃
金
相
当
額
の
一
部

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
助
成
金

を
「
特
定
就
職
困
難
者
雇
用
開
発

助
成
金
」
と
い
い
ま
す
。

次
の
主
な
要
件
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

・
雇
い
入
れ
ら
れ
た
日
現
在
に
お

い
て
、
満
年
齢
六
十
五
歳
未
満

で
あ
る
こ
と
。

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
紹
介
に
よ

る
こ
と
。

・
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者
と

し
て
雇
い
入
れ
た
こ
と
。

・
助
成
金
支
給
終
了
後
も
、
引
続

き
相
当
期
間
雇
用
す
る
こ
と
が

確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
。

な
お
、
受
給
額
に
つ
い
て
は
労

働
時
間
や
企
業
の
規
模
等
で
異
な

り
ま
す
。
《
別
表
》
を
参
考
に
し

て
下
さ
い
。

複
数
回
に
分
け
て
申
請
し
、
そ

の
都
度
要
件
に
該
当
し
て
い
る
か

審
査
を
経
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
漏
れ
の
無
い
よ
う
に
留
意

し
て
下
さ
い
。

※

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
は

公
共
職
業
安
定
所
、
運
輸
局
、

適
正
な
運
用
を
期
す
こ
と
の
で
き

る
有
料
・
無

料
職
業
紹
介

事
業
者
、
無

料
船
員
職
業

紹
介
事
業
者

を
い
い
ま
す
。
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三
種
類
の

助
成
金

高
齢
者
の
雇
用
促
進
に

今
月
は
、
労
働
者
を
新
た
に
雇
い
入
れ
た
と

き
に
事
業
主
へ
支
給
さ
れ
る
給
付
金
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

対象労働者

(一般被保険者）

高齢者

(60歳以上65歳未満）、

母子家庭の母等

身体・知的障がい者

重度障がい者等

(重度障がい者）

(45歳以上の障がい者）

(精神障がい者）

週所定

労働時間

支給総額

（単位：円）

30時間以上

20時間以上

30時間未満

30時間以上

30時間以上

20時間以上

30時間未満

20時間以上

30時間未満

50万

90万

30万

60万

50万

135万

30万

90万

50万

50万

100万

240万

対象期間

上段：大企業 下段：中小企業

支給対象期の支給額

（6ヶ月毎・単位:円）

1年

1年

1年

1年

1年

1年6ヶ月

1年

1年

2年

1年6ヶ月

1年6ヶ月

1年6ヶ月

25万

30万

30万

30万

15万

15万

15万

45万

25万

45万

33万

60万

《

別

表

》



京
都
府
下
に
あ
る
事
業
所
が
支

払
う
賃
金
額
の
最
低
限
度
は
、
今

年
十
月
十
四
日
か
ら
現
行
の
時
間

額
七
五
一
円
か
ら
七
五
九
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
（
特
定
の
産
業
に
は

別
途
、
産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
）
。
現
行
と
比
較

す
る
と
八
円
増
と
な
り
ま
す
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
正
社
員
は

も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
対

し
て
適
用
し
ま
す
。
最
低
賃
金
適

用
除
外
の
労
働
者
へ
は
、
労
働
基

準
監
督
署
へ
の
『
特
例
許
可
申
請
』

が
必
要
で
す
。
許
可
を
受
け
ず
に

最
低
賃
金
以
下
の
賃
金
を
支
払
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る

賃
金
は
、
毎
月
支
払
わ
れ
る
基
本

給
は
も
ち
ろ
ん
、
各
諸
手
当
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
最
低
賃
金
の
算

出
に
は
、
総
支
給
額
か
ら
次
の
賃

金
を
除
外
し
て
く
だ
さ
い
。

・
精
皆
勤
手
当

・
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
割
増
賃

金・
通
勤
手
当

・
家
族
手
当

・
一
箇
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
等
）

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
慶

弔
金
等
）

「
売
上
げ
が
回
復
し
な
い
、
資

金
繰
り
も
大
変
困
難
な
状
況
の
中

で
の
引
き
上
げ
は
、
経
営
を
圧
迫

す
る
だ
け
だ
！
！
」
と
の
企
業
側

の
怒
り
の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
す
。

確
か
に
現
状
で
の
賃
金
引
上
げ

が
、
企
業
の
経
営
状
況
を
急
激
に

悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
違
う

視
点
か
ら
み
る
と
、
次
の
よ
う
に

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

不
況
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
個

人
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
、

結
果
的
に
正
常
な
経
済
活
動
へ
と

結
び
付
く
の
で
し
ょ
う
。

社
会
の
一
部
だ
け
が
潤
っ
た
格

差
社
会
を
助
長
す
る
よ
う
な
賃
金

で
は
な
く
、
政
府
の
目
指
す
『
分

厚
い
中
間
層
の
復
活
』
の
た
め
に

も
、
全
体
の
底
上
げ
と
し
て
必
要

な
措
置
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

十
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
十
一
日

○
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出

（
休
業
四
日
未
満
、
七
月
～
九
月

分
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
労
働
保
険
料
の
納
付
（
延
納
第

二
期
分
）
［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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店
頭
で
は
来
年
の
手
帳
を
数
多

く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ポ
ケ
ッ
ト
版
か
ら

四
版
ま
で

様
々
な
サ
イ
ズ
の
手
帳
が
並
ん
で

い
ま
す
。
季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト

準
備
等
、
折
に
ふ
れ
て
年
々
先
取

り
感
が
増
す
よ
う
な
気
が
す
る
の

は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

（
ぎ
ん
）

編
集
後
記

一
〇
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-571-8611

〒601-1456
京都市伏見区小栗栖南後藤町6-31-408

◆
京
都
府
は
八
円
増
に
！

◆
最
低
賃
金
を

適
用
す
る
労
働
者
は
？

◆
最
低
賃
金
の

対
象
と
な
る
賃
金
は
？

◆
三
年
連
続
で
の

賃
金
引
き
上
げ
で
…

A

◆
『
分
厚
い
中
間
層
の
復
活
』

派
遣
さ
れ
る
労
働
者
の
保
護
と
雇
用
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
派
遣
元
事
業
主
、
派
遣
先
事
業

主
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
事
項
が
課
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
か
ら
数
回
に

分
け
て
改
正
点
を
お
伝
え
し
ま
す
。

法
律
名
か
ら
改
正
に

労
働
者
派
遣
法
の
正
式
名
は

「
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運

営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就

業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

で
し
た
。

今
回
、
「
労
働
者
派
遣
事
業
の

適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労

働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
」

と
改
正
さ
れ
、
法
律
の
目
的
が
派

遣
労
働
者
の
保
護
の
た
め
で
あ
る

こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。

新
た
に
課
さ
れ
た
事
項

今
回
の
改
正
で
派
遣
元
事
業
主

に
九
項
目
が
、
派
遣
先
事
業
主
に

四
項
目
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
項
目
と
し
て

『
日
雇
派
遣
の
原
則
禁
止
』
『
労

働
契
約
申
込
み
み
な
し
制
度
』
等

が
あ
り
ま
す
。
改
正
に
よ
っ
て
、

派
遣
元
事
業
主
・
派
遣
先
事
業
主

が
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
に
な
る
の
か
、
来
月
以
後
に
順

次
掲
載
し
ま
す
。


